
コ"

旭
川
市
商
店
街
小
費
商
の
.一
経
螢
調
査

・
横

田

`
弘

之

…
目
然

的

に
嚢

生
群
集

せ
る
数
多

の
商
店
ー
主

と
し
て
小
費
商
店
ー

が
、
都
市

叉
は
農
村

に
於
け
る
市
街
地

の

噌
劃
を

占
有

し
覧

そ

こ
に
費
買

を
申

心
と
し
た
所
謂
商
業

的
特

殊
雰

園
氣
を
作
り
、
猫
自
な

形
態
を

示
す
、
・
そ

の
地
域

の
』
般
を
指
し

て
、
私
ぱ
商

店
街

窃
ず
ε
風
轟

ω肴
8
0
ど

呼
ん

で
居

る
。
少
く
共

都
市

に
於
け
る
商
店

街
は
隻
唯

に
物
品
購

入
、
飲
食
飽
意

の
欲
求
を
速
か

に
且

り
容

易

に
充
た
し
て
居

る
の
み
な
ら
す

、
併

せ

て
殊

に
郊
外
遠
き
市
民

の
た
め
に
、
慰
安
的
欝

散
的
唯

一
の
遊
歩
場

と
な

つ
て
居

る
℃
、從

つ
て

一都

市

に
於
け

る
商
店

街

の
性
質

に
つ

い
て
、
-
李
井
教

授

の
申

さ
れ

る

「
衣

料
雑

貨
其
他

の
家
庭

用
品
を
申

心
と
す

め

る
商
品

の
官
然
嚢

生
的
小
費
市
場
』

た
る

以
上

に
、
'
精
紳
的
娯
樂
場

を
も
併

せ
加
味
し

て
居
る
課
で

あ
る
◎
而

し
て
本
來
斯

る
商

店
街

の
内
容

的
性
格

は
、
す

で
に
葺

ル
ジ

ュ
も
考

へ
し
・如

く
、

楓
常
的
需
要

の
螢
業
即
ち
別
言
す
れ
ば

,
最
寄
品

(O
§

く
窪
隷
ロ
8

ひq
◎
o
島
)
の
螢
業

よ
り
も
寧

ろ
,
期
間
的
需
要

の
螢
業
即
ち
、
気買
廻
品

(。。
翫
0
9
嘗
σq
暁
8
号
)
の
螢
業

の
傾

き
が
張
《
、
多
く

の
買
手

は
即
刻
兜
足
す

る
髪
常
と
ぜ
す

、
散
歩
満
足
を
味
は

ひ
つ
つ
、
多

く

の
適
當
な
る
菅
業

及
び
そ

の
陳

列
商

晶
を
順
次
に
素

見
し
、
㌦

旭
川
市
商
店
街
小
蜜
商
の

一
経
管
調
査

(
横
田
)

一
山ハ
九

1)國 民 樫濟維 誌第五十八巻 第二號所載 、ZISifi泰太郎氏論 丈iゼ商店衝の動 面p.5.



瀦

幽
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.

ら

,
急

、
ー

、

、

一

悲

◎

検
査
L
油
、比
較
し
冷
が
く
し
て
最
も
適
當
と
考
ぶ
る
惹
の
を
選
揮
せ
ん
と
欲
す
る
σ
で
あ

る
コ
從
つ
て
共
の
位
置
ど
し
で
も
出
來

る
だ
け
人
の
盛
な
る
場
所
を
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

か
ぐ
て
セ
産
シ
遇
の
謂
ふ
≒
公
衆
の
犬
波
が
充
盗
す
る
所
で
、
待
た
る
る
最
も

多
く
の
顧
客
を
持
つ
の
で
あ
る
心
斯
ぐ
し
て
、
期
聞
的
に
反
覆
す
る
需
要
に
封
す
る
本
來
の
市
場
た
る
最
薪
的
瞥
業
街
が
嚢
生
す

のる
」

な
る
言
述

に
意
味
深

き
も

の
の
含

ま
れ
て
居
る

ご
と
を
感

す
、る
。

要
す
る

に
そ

の
丙
容
的

性
格
と
し

て
、
夫

が
、
象

暑
覧
轟

砂
窪
8
ヴ
で
あ
る
と
同
時

に
、

》
彗
ロ
8
ヨ
9
段
ω
窪
。9

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

つ
ま

り
清
水

正
己
氏

の
い
は
れ
る

「
樂
も
ま

せ
る
商

店
街
」

で
な
け
れ

ぼ
な
ら

ぬ
と
思

ふ
o

弓

、

'

ト

鞠

「
㌧

'

-

脅
、

～

小
費
商
振
興

策

の

一
つ
と

し

て
斯
る
商

店
街

の
研
究
が
、
最

近
著

る
し
く
擾

頭
し
、
主

と
し
て
封

百
貨
店

の
問
題
と
し

て
取
扱

ば
れ

で
み

る
が

、

そ
れ
は
決

し
て
百
貨
店

封
抗
上
の

問
題

と
し
で

の
み
考
究
さ
る

べ
き
も

の
で
は
な
く
序
寧

ろ
あ
ら
ゆ
る
小
費
商

自
身

0
更
生
、

即
ち
外
部
的

に
も
内
部
的

に
慰
自

己
を
確
立
す

べ
き
諸
鮎
よ
り
、
愼
重

に
取
扱

ば
れ

ね
ば
潅

ら
ぬ
も

の
と
考

へ
て

小
費

商

と
百
貨
店

の
費
上
比
較

(%
)

ゐ
る
。
由
來
商
店
街
は

「
無
蓋

の
百
貨
店
」
、
「
横

の
百
貨
店

」
、
或

は

「
横

に

)

呉 洋 玩 貴 革 陶 化

金 製 磁 粧

服 晶 具 厨 品 器 品

小

費

商
%

七

〇
・
六

六

九
・
九

六

五
・
五

六

〇
・
六

四

九
β
入

、酋

九
西

三

入
・
四

六 五 五 三 三 三 二 百
一 〇 〇 四 九 〇 九 貨
　 　 　 　 　 　 　 　

六 六 二 五 四 一 四%店

這
ふ
百
貨
瀞
」
と
稻
さ
れ
、
今
日
大
資
本
の
下
に
合
理
的
維
螢
を
績
け
て
居

る
所
謂

「
縦
の
百
貨
店
」
に
封
し
て
居
る
有
檬
で
あ
る
。

近
時
維
濟
思
潮
の
注
意
す
べ
き
新
傾
向
と
し
て
、
是
正
資
本
主
義
的
な
多

分
に
倫
理
化
せ
る
企
業
精
紳
が
著
し
く
あ
ら
は
れ
、
企
業
に
封
す
る
考
へ
方

も
、
軍
に
夫
を
以
て
牧
釜
を
追
求
す
る
技
術
的
な
組
織
と
考

へ
す
、
吾
々
の

街

活
へ
の
驚

に
毒

震

立
し
た
就
會
構
轟

と
看
徴
し
・
企
業
の
立
場

と
正
し
く
了
解
す
べ
き
契
機
を
醸
し
つ
つ
あ
る
と
同
時
に
叉
、
各
自
の
職
分

2)Hi淵5ch,Pξ ≒τModemeHande1,ユ925,S.i・,.231.餌.

(杉 本 秋 男氏 著 商 店 位 置 と商 店 街 の研 究p.93.薯 照)

3)商 學 全集 谷 口吉 彦 氏 著 配 給 組 織 論P.30.

4)宮 田喜 代 藏 氏 講 述 経 螢 と経 濟 との 基本 關 係p.182.



思
魎
の
堅
實
な
る
保
持
に
留
意
せ
し
め
る
、
喜
ば
し
き
氣
蓮
が
頓
に
涯
つ
て
居
る
の
で
あ
る
・
斯
る
思
想
歪

活
き
る
統
制
経
濟

の
力
は
小
費
轟

糎

3

で
も
、
そ
の
釜

化
の
實
曝

努
め
、
そ
の
響

と
饗

ざ
る
と
采

拘
「
す
歪

を
驚

と
遠

流
れ
の
卓
に
押
し
汰
れ
、冒小
費
商
大
衆
の
勅
合
を
張
化
し
う
吏
に
廣
大
な
る
國
家
的
援
助
を
與

へ
る

一
面
酒
今
旧
資
本
力
に
よ
り

猫
占
的
地
位
を
占
め
る
百
貨
店
そ
の
他
の
大
規
模
卵
費
機
關
の
直
接
間
接
的
制
御
に
努
め
て
ゐ
る
ρ
"か
く
て
協
力

一
致
を
以
て
そ

の
進
犀
里

を
計
ら
ん
と
す
る
小
費
滴
自
身
の
商
霜

薯

、
正
醤

來
性
あ
題

の
と
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら
蓄

で
あ
る
。
勿

論
今
月
商
塘
街
小
費
商
が
有
す
る
猫
自
な
特
異
性
に
つ
い
で
は
愼
重
に
考
慮
さ
る
べ
ぎ
で
あ
ら
う
。
私
は
蝕
に
東
京
市
に
於
け
る

の

全
小
費
商
店
と
百
貨
店
と
に
つ
塾
て
h
そ
の
品
種
別
嚢
上
割
合
の
興
味
深
き
統
計
潅
掲
げ
て
み
る
。
(前
頁
滲
照
)
}

現

と
も
あ
れ
、
以
上
の
意
味
に
基
い
て
私
は
、
特
に
本
道
に
於
け
る
軍
都
旭
叫
市
の
主
要
商
店
街
を
素
材
に
選
び
、
艇
て
よ
レ
の

れ
ゑ

竪

た
る
嘉

市
悪

街
驚

の
實
欝

雰

析
を
試
堅

諸
盤

牙

馨

講

餐

し
た
い
の
で
あ
る
。

旭 川布各 戸職業分類 表

、て調査戸殿1()・595戸)

醐
一

 

業

業

業

業
他

業

p業

勤

商

工

自
其
p無

農

'

,旭
川
市
の
商
店
街
を
吟
味
検
討
す
る
た
め
に
、
私
は
種
々
關
係
者
を
煩
は
し
て
統
計

資
料
を
蒐
集
し
た
が
、
主
と
し
て
昭
和
十
年
よ
り
十

幽
年
に
か
け
で
廃
立
旭
川
商
業
學

ラ

　

ノ
　

り
　

校
生
徒

の
調
査

に
か

、
る
統
計

と
、
同
市
商

工
會
議
所
員

の
調
査

に
よ

る
報

告
書

を
基

一礎

と
し

て
一

い
ろ
ノ
へ

私
自
身

の
,考
察

に
よ
り
自

我
流

の
統

計
を
作
顔
乍

ら
分
析
を
試

・み
た
事
を
、
豫

め
附
記
し
て
筆

を
進
め

る
こ
と

に
す

る
。
`

・、
晶

.

:

・
:

"、【

↓
確

和
十
年

十
月

一
日
附
國
勢

調
査

峰
よ
る
と
噛

本
市
網
戸
歎

一
六
、
三
五
六
戸

∵

総

旭
川
市
商
店
街
小
賢
商
の

一
経
管
調
査

(横

田
)

一
七

一

5)祉 會政策時報 昭和 十四年四月號所載 亭野義太郎氏論丈塗照o経 濟史研究

第二十一巻第五號所載 宮本叉次氏論丈肇照。
6)昭 和十年十二月五日 東京 日日新聞掲載o

夏)北 海道臨立旭川商業學校 郷土産業調査第三輯 昭和十一年三月嚢行

2)旭 川商工會議所 旭川市内主要商店街調査報告 昭和十一年四月嚢行



～

毛

D㌔

.

・∵
げ
{
,
`
μ『

k
」.

て
'ド

・

'

醐
七
二

臨

久

ロ
九

一
、
〇

一
九

人

に
な

つ
て
居

る

が
、

前

記
生

徒

及

び

所
員

に

よ

る
調

査

月
激

マ
Q
滴
五
九

五
戸

申

、

商

業
戸

敏

は

一
3
九

三

疋

戸

と

な
事

、

前
表

の
如

く

全

市

総

戸
激

に
封

し
ズ

ニ
七

雨
七

三

%
を

占

め

て
居

る
ρ

こ

の
凡

そ

三

千

に
近

き
商

業

戸

数

を

地
域

別

に
み

る

と

次
表

の
如

く

、
西

部
四

三

一
、

申

部

一
、
一二
〇

九

、
東

部

七

八

七
、
近

文

二

五
九

、
新

旭

川

二
五

二

と

な

つ
て
居

る

。

物 旋 金章 物

計養甕撫
琴露険農費
業 場 業 業 業

西

部
三
三
菖
一
四二

七
二一

四
三

中

蔀
昏
三

五
三

、
六
五

三
鉱
三五

一
、三
〇
九

東

部

鬼

新
旭
珂

孟
七
〇

九
四

二
八

五

、

三

一
ρ

一
山宅

五
二

一

〇

七
八
七

謹

昌

近

丈
充
八
一
七セ

三
六一

一蓋
九

詩

'
、

一一
、
9

冗

二

七

.

一
象
六
八
〇八

二
、九
三
八

.
右
に
よ
つ
て
明
ら
か
な
如
く
、
所
謂
物
品
販
費
業
が
塵
倒
的
激
を
示
し
て
み
る
が
、
こ
の
商
業
暦
に
包
含
さ
轟
ゐ
小
費
商
こ
そ

所
…謂
商
店
街
を
構
成
ず
る
大
部
分
な
の
で
あ
る
。
私
は
更
に
物
品
販
費
業
を
分
類
し
て
地
域
的
な
統
計
を
左
に
作
つ
て
み
た
。

.

励

品

販

費

業

飲

食

.
料

晶

販

費

衣
晶料

身

襲

品

'販

費

・家

具

建

築

材
料

販
費

機

械

.器

具
.類

販

賓

・
そ

の

舩

.の

販

蜜

,

爵

西
菖 一 一

§ 葦 謹 き 垂 三 部

申
八=二 一 二

§霊低 炎更 会部

・ 東

孟 一 昌

き杢ぎ 盗美 晃部

新
旭
川五七畢

乙

窺
五

一
一六

・

.

九
四

近

丈
ノ

、
山
茜 杢

、二
山

・ご
山

充

八
～

計

、

セ
莞
≡
λ
」
《茜
菖

乗
O
O

、

一一δ

二
八



・
樹
屡
考
ま

で
に
、
本
市

に
於
け

る
小
費
商
店
申

2
最

多
数

に
の
ぼ
る
店
種
と

そ

の

一、店
當
り

の
戸
数

及
び
人

口
を
學
げ
る
乏
、

わ

次

の

如

く

な

つ

て

居

る

。

ノ

.

・

ご

'

.

、

:

⑪

、

料
理
屋

.
吻
撚
ヱ
塾
.
飲
食
店

理 魚 洋 家 日 菓

子

パ

y

飴

用

食

料

雑

貨
、

具

指

物

,

服

店 店 店 店 店 店

店

二
九
七

二
五
六

一
八

入

楠
七
九

一
、
二
〇

一
〇
六

一
店
當
り
戸
鍛
五
五
六
四
八
七
九

一

一
三
六

一
五
四

一
店
當
り
入
口

三
〇
六

三
五
六

四
入
四

五
〇
六

七

五
入

八
五
八

三瀬P.207.-208.

髪

結

箋

聯

右
の
如
く
本
市
に
於
け
る
物
品
販
費
業
の
分
布
歌
態
は
、
主
と
し
て
申
部
及
び
東
部
に
在
り
一
其
慮
に
本
市
と
し
て
有
力
な
商

糊

店
街
が
存
在
し
て
ゐ
ゐ
。
即
ち
申
部
に
師
團
通
り
商
店
街
↓
二
條
通
り
商
店
街
あ
り
、
東
部
に
縁
、
銀
座
通
り
商
店
街
が
あ
る
9

蛙

吾
姦

る
霧

を
伸
ば
し
震

せ
し
む
る
た
め
に
、
そ
の
欝

容
雰

婁

あ
ら
ゆ
る
角
鹿
　

欝

を
試
孟

廉

 判
的
な
眼
を
以

て
そ

の
姿
を
描
爲

し

て
ゆ
く

の
で
あ
る
が
、
種

々
な

る
都
合
上
今
同
は
師

團
通
妙
商
店

街

に
限

つ
て
蝕

に
掲
載
す

學

、

業

る
事

に
す

る
。

嫡捌立灘道海北の

雷
剛

目.
私
は
先

づ
師
團
通
診
商
店
街

の
分
析
を
始
め
る
前
提
と
し

て
、
'師
團
通
り
商
店
街

の
概
廓
を
蓮

べ
て
み
る
。
本
商
店
街
は
市

全

禮

の
申

心
を
な
し
「
旭

川
騨
よ
吻
績

く
街

の
心
臓
部
左
古
め
て
、
、そ

の
長
さ
南

北
に
三
百

五
十
六
聞

、
直
線

型
に
走

る
準
垣
な
舖

旭
川
市
商
店
街
小
費
商
の

一
輝
管
調
査

(横
田
)

鱈
七
三



・

一
七

四

襲
路

に
し

て
、
そ
の
全
幅
員
十

』
聞
、
左
右
久
道
各
一,一間

、
車
猶

七
問
と
な
ウ

.
、
町
名

一
條

七
、

八
丁
目

よ
ゆ

八
條
七

沸
八
丁
目

に
及
ん

で
居

る
。
r電
車

バ
ス
等
は
そ
の
三
方
を
園
み
、
本
商
店

街
の
車
道

は
常
に
車

馬
が
疾

騙
し

て
居

る
ρ

該

弛
域
は
本
市
純
於

け

る
最
繁
華
な
場

所
柄
を
形
成
し
、
特

に
騨

に
つ
ら
な

る
關
係

上
、
翠

に
附
近

の
佳
宅
地
に
居
佳
す

る
俸
給

生
活
者

の
み
な

ら
す

び

近

郷
農
村

よ
り

の
地
方
客
も
來
集
す
る
傾
き
が
多
い
。
從

つ
て
顧
客
層

の
質
も
良
く
、
他
商
店

街
に
比
し
特

に
高

級
品

の
費
上

が

多
大
な

の
で
あ
る
。

こ
の
事
實

は
り
ー
ガ
ー

の
謂
ふ

「
交

通
指
向
的

(く
。
井
。
訂
。・o
円冨
鼠

。
旨
)
な
る
商
店

は
、
主

と
し
て
奢
修
品

お
ノ

管

業

の
方
面

に
於

て
見
ち
れ
る
」

と

い
ふ
言
述
を
裏
書
す
る

も

の
忠
見

る
こ
と
が
拙
來

る
。
樹
本
商
店
街

に
於
け
る
團
髄
組
織
は

昭
和

二
年

九
月
十
日
よ
り
設
立
さ
れ
、
現
在

呼一
六
〇
名

の
窟

員
を
擁

し
、
〔相
互

の
親
睦
㍗

計
り

つ
つ
協

力
を
保

つ
て
、
聯
合
大
費

出

、
聯
合
装
飾
い
共
同
照
朋
沸
蝕
ハ
伺
撒

水
、
.共
同
掃
除
、
共
伺

除
雪
等

を
行

つ
て
ゐ
る
過
更

に
本
商
店
街
中

に
あ

る
三
'0
の
小

百

貨
店

に
樹
抗
し

て
」

一
業

一
店
を
以

て
聯
結

せ
る
小
費
商
店

の
專
門
店
會

が
組
織
さ
れ
、
現
在
共

通
商

品
雰

や
共

通
通
帳
等
を
嚢

行

し

て
ゐ
る
。
"
以
上

の
外
9
私
は
近
き
將
來

に
於

て
本
商

街
全
罷
を
打

つ
て

一
丸
と
す

る
、
所
謂
商
店
街
商
業

組
合
結
成

の
實

現

を
豫
想
し

て
居
る

の
で
あ

る
。

要
す

る
に
、
畢
本
市

に
於
け

る
師
團
通
り
商

店
街
に
、
之

を
第

一
位

に
置

ぐ

べ
き
有
力
且

つ
主
要
な
商

店
街
と
謂

ふ
こ
と
が
出
來

る
。

㌦

,
5

、

.
層

3

P

～

.一

∫

:

四

:
・

:

'

…"

'.い師

嗣
通
の
愛
申
心
と
す
る

一
條

よ
り
八
條

に
到
る
六
、
七
、
八
、
九
丁
目

の
商
業

戸
総
数
は
八
〇
三
戸

に
し

て
、

そ
の
中
に
包

含

さ
れ

る
物
品
販
實
業

抵
左
め
如
く
四
四
九

戸
を
古

め
、
市
全
膣

の
物

品
販
贅

業

総
戸
数

二
の
〇
二

八
戸

に
比
し
、
二
割

二
分

」

1)Rieger,Wilhelm・;Einfttkrung-in;・diePrf.vlatwirfschaftslehreiNiirriberg:'rg2&

S.叫o.一 一一142.(杉 本 秋 男 氏 著 商 店 位 置 と商 店 街 の 研 究P。96.塗 照)
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、
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尉

四
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厨

五
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宍
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砒
條
六
、
七
犬

、
九
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計
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飲

食

粧
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衣
料
身
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具
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家
具
建
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材
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機

械

器
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五五

一
六
宅

五
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四

計互空
九
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六
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九

三
五
四
孟

四
四
九

然
し
鼓
に
私
の
封
象
と
す
る
師
團
通
り
商
店
街
は
、
こ
の
申
軸
を
占
め
る

一
條
よ
り
八
條
に
至
る
七
、
八
丁
目
筋
に
存
在
す
る

小
費
商
の

一
帯
を
指
す
。
右
の
地
域
に
於
て
、
昭
和
十

一
年
四
月
末
現
在
、
こ
の
商
店
街
を
構
成
す
る
業
種
別
戸
数
は
、
次
の
如

く
に
な
ウ
で
厨
惹
ひ
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五
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計
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軒

鉱

7

魂

、

/

:

暫
∵
罫
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実

軒

∴

い

～
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幽
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て

～

㌃
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之
等
』
電
六
軒
に
亙
漏
滴
店
申
ρ
調
査
に
よ
乃
と
」
五
十
五
軒
の
み
宿
E
家
に
し
て
、
残
錬

=

二

蔚
は
す
べ
て
借
家
κ
な
つ

て
居
る
。
今
之
等
の
借
家
賃
に
つ
い
て
、
そ
の
現
歌
を
み
る
な
ら
ば
、

σ

之
を
市
全
携

商
宰

袈

循

+
面

五
克

銭
髭

す
れ
誠
、
殆
碧
説

径

を
示
し
て
居
る
が
瘍

所
柄
と
ん
て
蕪

の
奪

ゑ

。
芒

翼

醤

店

に
於
け
る
錆

人

の
状
態

に
つ
い
て
み
る
と
、
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・
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骸 縫 晶
店 ・店 店 店 店

最

高

`

の

一
三

五

・
0

0

.

噌
三

五

・
三

〇

f

、一
〇

一
・
O

Q

　

八
〇

・
0

0

`

一
三

五

.
○

ρ

機 家 衣 飲"

舞翻 食
器 築 装 料

具 総 品【

店 店 店 店 ρ
'使

用
辱入

籔

、』一 〇}。 .○ 入

 

旭
川
市
商
店
街
小
費
商
の

一
経
螢
調
査 亀

二
入

-

三

入

一δ

.

歪

旨
茜

.
五

「
七

(
横

田
)

最

低

,

リ

コ

ニ

五

・
O

O

四

二

・
五

〇

二
〇
、似
0
・〇

三

七

・
五

〇

二
〇
δ

○

r
四

入
!

五
入

.

ご
ハ

.
・
ご

δ
昌二

総

準

均

墜

渦
〇
六

五
六

・
〇

七

五
九
・
五
〇

五
三
・
二
五

五
三

・
二
二

六
入
-
十
入

±
入
コ
辛
入

.
五

二

:

…

颪

.
醜

五

.
、
'

三

〇

◎

○

主

+
一
入
以
上

一

〇

」

ゼ

昌一〇一
七
七

一 一 ・ピ 四 計
○ 爵 六 三 ・

、



.
ぬ

,
`

、
聴
.

'

,
`
・

軸
七
八

其

他

生

活
」用

品

店

呂

二
〇

、

九

'

三

.

昌

〇

三
六

計

、.

、

圏

八
六

四
九

一一五

九

三

一七
六

之

に
よ
る
と
殆

ど
各
類
を
通
じ

て
多
数
を

占
め

て
居

る

の
は
、
一
一人
以
上

一二
ん
ま

で
の
使
用
人
,

つ
い
で
四
人
よ
り
五
人

で
あ

る
。

即
ち
全
、一
七
六
店
申
殆
ど
牛
数

が
二
人
乃
至
三
人
め

小
規
模
な
家
族
的
使
用
人
を
有
し

て
ゐ
る
現
妖

で
あ

る
。
斯
く
小
費
商

、

に
使

用
入

の
少

い
の
は
.
勿
論
資
本
的
關
係

に
も
よ
る
が
、

そ

の
家
族

も
店
員

の

一
人
と
し

て
立
働

い
て
居

る
現
實

の
問
題

を
見

逃
し

て
は
な
ち
ぬ
。
今

潤
小
費
商

の
強
烈

に
し

て
悉
惨
な
同
志
討
を
防

止
す
る
た
め
、
そ

の
過
多

の
歌
態
を
抹
殺
す

べ
く
、
或

は
納

金
制
度
、
或

は
試
験
制
度
等
叫

ば
れ

て
ゐ
る
が
、
私
は
右

の
事
實

に
照
ら
し
今

日
特

に
家

族

の
世
襲
制
度

む
確

立
さ
せ
る
事
を
原

則

と
し
た

い
。
然

し
今

日

の
小
費
商
統
制

の
目
標
は
、
激
過
多

に
よ
る
市
場
競
孚

(言

母
寄
紳
8
昌
§

け)
の
激

化
を
防
止
す

る
許

り

で
は
な
く
、
夫

に
將

つ
て
所
謂
業
者

の
質
的
向
上

に
よ
る
就
會
的
商
人
地
位

の
昇
進

に
あ

る
と

せ
訟
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
思

ふ
の
で

あ
軌
。
私
は
屡

々
別

の
機
會

に
於

て
、
今
ぼ

の
小
費

商

の
最
根
本
問
題
は
人

の
問
題

で
あ
サ

、
す

べ
て
が

こ

の
上

に
築
き
上
げ
ら

ラ

ラ

　

ゆ
の

き

る

れ

る
と
信
じ

て
、
そ

の
是

正
改
善

の
急
務
を
叫

ん

で
き
た

が
、

之

に
つ
い
て
は
既

に
ホ
ワ
イ
ト
も

マ
ー

シ
ャ
ル
も

ナ
イ

ス
ト

ロ
ム

も
夫

々
の
著
書

の
申

に
克
明
に
人
的
要
素

の
重
要
性

を
読

い
て
居

る
。

要
す

る
に
本
市
と
し

て
は
,
毬

く
家
族

的
小
人
数

の
使
用

人

が
大
部
分

で
あ

る
以
上
、
彼
等

の
佳
込
關
係

に
つ
い
て
充
分

考
慮
し
、
特

に
商

人
道
場
等

の
建
設

に
よ
る
精
紳

的
な
も

の
の
改

ノ

の

善

ま
り
始

め
ね
ば
な
ら
ぬ
の

で
あ
る
。
綾

い
て
私
は
師
團
通
り
商
店

街

の
榮
枯
盛
衰
を
物
語

る

一
つ
の
誰
左

と
し
て
、
次

の
統
計

を

作

つ
て
み
た
。

(開

業

召

)

警

料
品
商

舷
萱
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蘇
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料
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暎
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二
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さ

・
三
六

、,
毛

六

・

・

右

の
如

く
本

商

店

街

に
は

、

二

十

七

に
亙

る

老
舖

が
あ

り

、

殊

に
奥

地

と
し

て
の
本

市

に
は
貴

重

な
存

在

で
誠

に
慶
賀

す

べ
き

ヒ

と

で
あ

る
。

総

歎

の
四
割

強

が
所

謂

最

近

の
薪

店

舖

に
し

て
、

昭

和

六
年

以
降

の
誕

生

で
あ

る
。

昭

和

五
年

三
月

末
東

京
市

商

工
課

が

、
市

内

九

萬

五

千
軒

の
商

店

に

つ

い

て
.

そ

の
開

業

年

次

の
調

査

を
行

つ
た

虚

、
最

近

十
年

間

に
於

け

る
開
業

の
申

に
入

つ
た

敬
は

、

全
禮

に
劉

し

て
四
割

飴

で
あ

つ
先

が

、
恰

も
本

市

の
歌
態

之
符

合

一
致

を

見

て
居
勢

、
甚

だ
興

味

深

く

感

ぜ
ら

れ

る

次
第

で

あ

る
。

凡

そ

小
費

店

の
短
命

に

つ

い

て
は

周
知

の
通

り

で
あ

る

が
、

そ

の
業

種

別

に
よ

つ
て

も
亦

著

し
く

異

る
。

米
國

の

有

名

な

エ
リ
ー

湖

畔

に
臨

む

バ

ッ

フ
ァ
ロ
ー

市

の
小

費
業

者

経

螢

の
壽
命

に
つ

い

て
、

開

店

一
ヶ
年

未

満

に

て
閉

店

せ

る
種

別

的

統

計

を

と

つ
た
塵

、
次

の
如

き
結

果

を

生

じ

た

。

食

料

品

店

(
但
し
カ
フ
ヱ
3
、
喫
茶
店
な
含
む
)

六
〇
・O
%

金

物

店

三
四
」
五
%

`

靴

店

四
三
.
八
%

盟榮

弼畷

甫眉

・っ

,

二
山ハ
●
山ハ
%
↑

本
市

に
於

て
も
、
前

記

の
如
く
薪
店

と
し

て
昭
和
山ハ
年

以
後

の
開
店
数
中
、
そ

の
四
六
.
五
%
強
が
飲
食
料
品
店
次

い
で
三

八
ゆ

一
%
を
占
め
る
の
が
衣

料
身
装
具
店

で
あ
る
が
の

一
般

に
食

料
品
關
係
業

は
そ

の
生
死
攣
縛

の
姿

が
、
著
し

い
様

に
考

へ
ら
れ
る

の
で

あ
る
。
次

に
本
商
店
街

に
於
け
る
費

上
成
績
を
見

る
に
、

一
商

店

圃
年

李
均

二
萬

八
千

三
百
七
十
三
圓
と
い
は
れ
、
指

数

κ

て

示
せ
ば
目
銀
座
通
り

の
四
八
・
八
七
に
比

し

一
〇
〇
を
あ
ら
は
し
、
全
艦

と
し
て
呉
服
、
靴
、
カ
バ

ン
、
文

房
具

、
時
計

、
貴
金

旭
川
市
商
店
街
小
蜜
商
の

一
経
管
調
査

(
横
田
)

}
老
九



＼

、

.

べ

}
∴

ま

ぐ

「
.
・

二

が

一

λ

0

の

屡
、
洋
品
」
茶
.
金
物
一
食
料
品
等
比
較
的
高
級
品
の
費
府
が
多
逼
ρ
全

一
七
六
軒
に
亙
る
店
の
中
九
十

一
軒
が
症
札
販
費
を
な

し
、
就
中
衣
料
身
装
具
品
店
が
そ
の
五
十
・学
軒
ま
で
占
め
て
ゐ
る
が
、
商
口加
の
性
質
上
自
然
な
ご
乏
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
樹
陳

列
費
と
座
費
と
較
べ
る
に
、
前
者
は

一
七
三
軒
q
後
者
は
わ
つ
か
三
軒
で
.
・蒲
團
夜
呉
商
と
化
粧
石
鹸
商
及
び
そ
の
他

一
軒
で
あ

の

る
。
之
は
殊
に
入
念
な
買
物
を
得
意
と
す
る
女
子
が
津
今
旧
小
費
商
に
於
け
ゐ
購
買
瘡
の
七
五
%
か
ら
九
〇
、%
を
占
め
て
居
る
之

読
く
ナ
ぞ
ス
ト
ロ
ム
敏
授
の
言
葉
鞠
よ
つ
て
も
、
買
入
に
自
由
性
の
多
い
陳
列
費
は
現
代
的
で
あ
り
、
都
市
の
盛
り
場
に
於
け
る

販
費
方
強
と
し
て
好
適
で
あ
る
。
次
に
本
商
店
街
に
於
げ
る
各
商
店
㊥
費
場
面
積
に
づ
い
て
は
、
次
の
様
に
調
査
さ
れ
て
居
る
。

総

而
し

て 其 機 家 衣 飲 ・

;'他 械 孟 料食 ・

壽 昆器篶豊料

総 品囎 具品
李 店 店 店'店 店'

均,

ヤ
茜 、5最
坪.

に 一 一 三 三 二 ㌃

馨 金奮豊昊δ喉
て 、
居
る
カミ'最

概 六 五 〇 四 五'

叢 二籍孟≒ 秤小

準

均

坪

一
四

・
九

三

一
六

・
八

八

二

一
・
一
〇

一
〇

中六

二

一
〇

・
五
六

・

場
所
柄
か
ら
く
る
地
代

の
關
係

な

の
で
あ
る
。

つ
ま
リ
リ
ー

ガ
ー

の
謂

ふ
交

通
指
向
的
な
地
勢
と
し

て
,
そ

の
賃
借
料

の
高

さ
を

の

、
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
所
で
あ
る
噂
爾
つ
い
で
に
業
種
別
地
便
に
つ
い
て
み
る
と
ゆ
飲
食
料
品
店
亭
均

一
五

一
圓
七
十
銭
、
衣
料
身

髪
具
店
平
均

一
九

一
圓
五
十
九
鐘
、
家
具
建
築
材
料
品
店
平
均

一
五
八
圓
三
十
三
鏡
声
機
械
器
具
店
卒
均

一
八
九
圓
三
十
三
鈍
、

其
他
日
用
品
店
李
均

一
ゼ
ニ
圓
四
十

一
鏡
に
し
て
、
個
々
の
も
の
に
つ
い
て
み
る
と
、
最
高
糸
物
商
げ

三
五
〇
圓
よ
り
最
低
白
米

商
の
九
十
園
に
至
る
ま
セ
種

々
あ
る
が
,
概
も
て
他
に
比
七
地
債
の
高
い
事
も
前
記
の
如
く
、
そ
の
梱
要
な
地
匠
の
關
係
上
で
あ

6)支 那事憂以後戦時法規の一つ として聚布 され7こ暴利取締令t:svJ、 現在 各商

店の商品について必ず正札な附することになつて居り、從つて目下商店街全

商店とも正札販費ななして居る0

7)堀 新一氏著、 百貨店の囲張販蜜1:SSす る塊方の反響 経管経贋研穽第十六冊
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,'与

☆

.

五

.
一
次
に
顧
客
が
び
・買
物
散

歩

λ
。。
ぽ

署
ぎ
㈹
)

を
味
は

ふ
本
市
随

一
の
繁

華
な
街
路

と
し

て
、
當
然
夫

に
附
着

す

べ
ぎ
装
飾

⑳
問
題

が
廣
告

の
重
要
さ
を

孕
ん
で
登
場
し
な
け

れ
ば
な

ら
ぬ

の
で
あ

る
。
・
永
績
的

な
顧

客
以
上
に
む

つ
ど
所
謂
通
り
掛
り
顧
客
換
言
す

れ

ば
有
名
顧
客

(守

ヨ
o
器

ε
。・8
§
・ご

以
上

に
無
名
顧
客

(q
5
ざ

。
箋
昌
窪
。8
B
。
ご

を
封
象

と
す

る
本
商
店
街

に
あ

つ
セ

は
、
・
ぞ

ご
、に
立
並

ぶ
陳
列
窓
、
廣
告
塔
う
ネ

オ

ン
軌
イ

ン
、
電
光
照
明
等
所
謂

一
般

四
周

の
商
業

的
雰
園

氣
を
醸
す

べ
き
店
頭
装

飾
等

の

.問
題

が
重
大
な
意
義

を
持

つ
こ
と
に
な

る
ρ
私
は
今

鼓

に

≦

窪
けρ

Z
ビ
。。窪
o
ヨ

"
8
α
℃
切
9
観
昌
αq
"
◎。
雷
吋鼻
"
の
窪
曾
αQ

等

の
諸
學
者

Q
言
葉

を
引
罵
し

で
鳶
今
更

に
廣
告

の
重
大
性

を
述

べ
る
こ
と
を

せ
ぬ
が
、
唯
吾

々
は
常

に
、

「
廣

告
は
商
業
繁
昌

の
大
道

で
あ

める
」

こ
と
を
深
ぐ
銘

記
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
と
思

ふ
Q
師̀
團
通
ゆ
商
店
街

に
は
現
在
共
同
施
設
と
し

て
,
共
同
照
明
、
共

同
廣

告
、
共

同
催
し
物

等
種

々
あ
る
が
、
そ

の

一づ

の
名
物

と
し
て
百
本

の

ス
ズ

ラ
ン
燈
が
街
路

の
美

化
作
用

を
螢

ん
で
居

る
。
元
來

こ
の
ス

零
ラ

ン
'燈
は
賑
や
か
で
統

一
美

を
獲
揮

す
る
が
、
明
り

の
能

率
が
比
較
的
弱
く
、
破
損
も
亦
大

で
維
持
費

に
相
當

の
困
難
を
感
す

る
。
本
商
店

街

に
於

て
も
燈
火

中
往

々
歯

が
抜
け
た
如

に
浩

え
て
ゐ
る
も

の
を
諸
所

に
見
受
け
る
が
、
誠

に
不
罷
裁
な
も

の
と
思

ふ
沖

こ
れ

に
つ
い
て
從
來
富
山
市

に
て
行

つ
て
居
る
如
く
、
電
氣
會

肚

の
サ
ー

ビ

ス
と
し

て
夜

々
巡
観
し
、
浩
燈

の
無
き
檬

心
掛

け

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
ゆ

壱
ま
れ
商
店

は
明

る
ぐ
な
け
れ

ば
轍
ら
ぬ
ゆ
本
商
店

街
に
も
ネ
オ

ン
サ
イ

ソ
め

輝
き

や
、
・電
燈

廣
告

の
瓢
滅
な

ど
夜
室

に
見

え
て
ゐ
る
が
酒

維
濟
的
安
債
漕
技

術
的
進
歩
に
律

つ
て
釜

々
廣
告
的
債
値

を
高

め
る
ネ

オ

ン
サ
イ

ン
の
附

設
は
今
後

に
於

て
増
加
す

る
傾
嚢

が
強

い
。
㌦
只
・洋
オ
ン
サ
イ
シ

は
所
謂

照
明

よ
ゆ
寧

ろ
廣
告
的
美

化
作

用

に
致

あ
〃
ゆ

街
を
明
る

旭
川
市
商
店
街
小
費
商
の

一
経
螢
調
査

(
横
田
)

・
"
入
』

8)堀 新同 戎 に洞 晋P.."r,37に 於 て、石 川丈吾臨士 に この ナイX襲tiiA一 の言 につ

いての理 由 として、 女乎 が家庭 に於 け る家計費 の大部分 の支 田管理擢 な有 し

て居 るか らで あ ると遽 べて居 ろ事な示 されて ゐ ろo『

9)杉 本秋男氏著 商店位 置 と商店街の研究P.95-g6。

1)松 宮三 耶氏著 廣告實務P.14.
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Σ
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ノ
喝
π

r
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㍉

'

一

八

二

わ

ぐ
す
る
購
乏
し
く
從
つ
で
白
色
の
補
助
照
明
が
必
要
と
な
つ
て
ぐ
る
。
卿概
し
て
本
商
店
街
は
清
水
正
己
域
の
謂
は
れ
葛
光
漸
暦
の

傾
き
が
あ
る
。
'次
に
店
頭
装
飾
の
状
態
を
吟
味
す
る
が
↓
之

に
つ
い
て
、
私
自
身
嘗
て
本
商
店
街
の

一
部
小
費
商
の
店
頭
装
飾
競

技
會
の
審
査
に
當
つ
た
事
が
あ
る
が
、
rそ
の
際
感
じ
た
鐵
を
要
約
し
て
み
る
と
概
し
て
左
の
如
き
訣
黙
の
列
學
に
す
営
ぬ
。
三

(6ン(5)(4)(3)(2)(1>

明
瞭

に
ブ
テ
ィ

ス

・
力
駈

鷲
を

っ
け

る
ご
と
。

r

新

奇
な
創
造
を
以

て
装
飾
す

る
こ
と
。

丈
案

は
特

に
注
意
し

て
表

は
す
こ
と
9

身

色

の
配
合

に
つ
い
て
今
少

し
考

へ
る
こ
と
。

表
面

よ
り
見

え
ぬ
裏
側
下
側
を

一
暦
清

掃
し
、
整
頓

し
て
置
く

こ
と
。

一
般

に
室
内
が
暗

く
外

よ
り
入
り

に
ぐ

い
事
。

.

拶

之
等
に
ウ
い
て
の
詳
し
い
読
明
は
省
ぎ
た
い
が
、
只
徒
ら
に
模
倣
的
装
飾
の
み
を
事
と
せ
ナ
、
進
ん
で
猫
創
的
店
頭
装
飾
を
施
し

で
ゆ
く
べ
き
で
あ
る
と
考

へ
た
の
で
み
る
。
尚
飾
窓
に
つ
い
て
は
、
往
々
費
用
を
か
け
す
ぎ
い
は
ば
店
に
不
釣
合
の
も
の
が
多
く
.

叉

一面
維
濟
的
問
題
ど
璽
、直
接
わ
か
ら
ぬ
敷
果
性
並
び
に
手
数
の
煩
累
よ
り
飾
窓
を
放
棄
す
る
店
を
若
干
見
受
け
た
が
、
・概
し
て

飾
容
の
重
要
性
を
認
識
せ
ぬ
様
で
あ
る
。
あ
く
迄
も
猫
自
の
剣
造
に
ょ
り
節
約
的
に
飾
つ
て
ほ
し
い
が
.
從
來
の
過
つ
た
観
念
に

と
ら
は
船
て
隊呉
物
置
小
屋
式
の
雑
然
た
る
商
品
陳
列
の
弊
あ
る
も
、
之
は
時
代
性
に
あ
は
ぬ
癒
の
と
し
て
矯
め
な
け
れ
ば
な
ら
臓

と
考

へ
る
。
廣
告
も
矢
張
り
顧
客
の
心
理
に
基
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
、

ポ
ッ
フ
ェ
ン
・
ペ
ル
ガ
ー
も
、

一
九
二
五
年
の
著
作
で
あ
る

「
贋
告
の
心
理
問
題
」
の
申
に
述
ぺ
て
居
る
が
、
殊
に
飾
窓
の
如
き
其
の
感
を
深
う
す
る
次
第
で
あ
る
。
斯
く
し
て
現
代
人
の
如

.
き
複
雑
し
混
齪
し
全
く
疲
れ
切
つ
た
頭
に
,
か
ム
る
混
雑
し
た
物
置
式
飾
り
方
が
何
塵
に
敷
果
が
あ
ら
う
か
。
最
も
翠
純
に
し
て

2)商 店街の申心に向つて照明が次第に強度になつて居る現象彪指す。

ル



印
象
的
な
装
飾

こ
そ
今

ロ
の
時
代
性

に
適
合

せ
る
も

の
と
私
は
考

奴
て
ゐ
る
Q
、こ

の
瓢
本
商
店

街
全
般

に
封

し

で

白
暦

の
研
究

的

反
省
を
促

き
膣
ば
な
ら
ぬ
と
思

ふ
。
最
後

に
'=
臼
し
た

い
事
は
、
螢

業
時
間

の
問
題

で
あ

る
が
、
∴既
に
昭
和
十
三
年

十
月

』
仔
よ

亟
商
店
法
實
施

さ
れ
、
殊

に
本
商
店
街

の
如
き
.
實

に
模
範
的
な
成
績

を
學
げ

て
居

る
が
、
私
は
次

の
二

つ
の
理
由

に
よ
り
も

つ

と
閉
店
時
聞
を
繰
鉢
上
げ

て
も
よ

い
と
思

つ
て
居

る
。

,

・

.
①

氣
候
的
關
係

に
ょ
り
市

民

の
夜
分

外
出

は

一
年

を
通
じ
て
少
く
.
冬

季

に
於

て
は
特

に
甚

だ
し

い
。

L

・

働

夜
分

の
外
田
を
禁

ぜ
ら
れ

て
ゐ
る
軍
人
を
そ

の
重
要
な
顧
客
暦
と
す

る
傾

き
が
濃
厚

で
あ
る
。
〆

.

。

も

、侮
隣
接
街
路
に
立
並
ぷ
五
十
絵
の
露
天
商
の
絡
業
時
刻
に
つ
い
て
も
、
將
來
本
商
店
街
と
の
關
聯
上
考
慮
さ
る
べ
き
も
の
と
思

ふ
。
本
商
店
街
商
店
の
絡
業
時
刻
は
現
在
、
商
店
法
に
規
定
せ
る
時
刻
を
蓮
守
し
て
居
る
が
、
そ
の
開
店
時
刻
に
ウ
い
で
私
の
當

時
蒐
集
せ
る
資
料
に
基
く
も
の
を
、
蝕
に
参
考
ま
で

一
瞥
し
て
み
る
と
、

其 機 家 衣 飲

塁韓
具 。料 食建

男

1登舞萱黛
店 店 店 店 店

夏

最

.

～
早

時

五
・
O
O

六

・
0

0

宍

・
三
〇

六

・
一
義

」

ハ
.
O
O

分亭

・

均

　

宍

・
二
入

六

・
五

入

七

・
】
〇

六

・
四

入

'
七

.
里

冬

分

最

早

ワ

　
五
・
三
〇

七

・
O
O

七
・
O
O

六

・
O
O

六

・
三
〇

七 タご七 七 七
二 …左 西壱 圭鉾
二 二客oo均

し

ノ

勿
論
商
店
法
實
施
以
後
の
今
口
に
於
て
、
そ
れ
と
は
多
少
攣
更
あ
る
も
の
と
考

へ
得
ら
れ
る
。
漸
く
職
時
禮
制
を
目
指
す
統
制
経

濟
強
化
に
つ
れ
て
d
商
店
維
螢
も
亦
そ
の
方
向
進
路
を
時
勢
に
慮
じ
て
攣
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
歌
態
に
立
動
つ
て
居
る
や
齊
し
く

旭
川
市
商
店
街
小
蜜
商
の
一
煙
螢
調
査

(横
田
)

唱

一
八
三
'
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棚

」.、

㍉

.

'
・
,

含

繍

八

凶

甘
本
人
た
る
以
上
り
各
自
の
職
分
を
通
し
で
國
策
に
慮
す
、べ
き
愛
國
心
の
湧
起
す
る
秋
で
あ
お
。
藏

は
斯
る
意
味
に
於
て
の三本
商

店
街
商
店
の
指
導
理
念
と
し
で
、
屡
菱
拙
き
私
見
を
読
い
て
き
た
が
渉
特
に
最
近
本
商
店
街
の
簑
情
を
基
調
と
し
て
、
現
下
に
於

け
る
販
費
方
針
の
職
時
化
た
る
維
螢
上
の
狙
ひ
所
に
つ
い
て
」
・次
の
諸
瓢
を
力
読
し
て
來
た
。

ω

軍
都
と
し
て
慰
問
品
相
談
所
乃
至
調
整
所
の
設
置
、
獲
張
塩
但
し
現
存
店
舖
の
全
部
叉
は

一
部
を
利
用
し
て
。

②

修
理

・
改
善
を
肝
指
す
再
生
部
を
各
店
に
設
置
し
て
顧
客
の
國
策
順
慮
心
を
昂
揚
さ
せ
る
こ
と
。
蒔
に
軍
需
關
係
品
に
つ

い

て

。

パ

㍉

『

③

代

用
品

の
宣
傅

に
つ
き
全
力
を
學
げ

て
や
ゐ
こ
之
。
但

し
顧
客

に
野
し

て
、
夫

が
代
用
品
売
る
観

念
を
與

へ
す

、
新

品
と

し

て
の
考

へ
を
與

へ
さ
せ
る
檬

に
。

『
侮

物
資
節
約

の
立
前
か
ら
極
力
物
質

の
サ
ー

ビ
ス
を
慶

し
、
誠
意
第

一
と
す

る
精
紳

的

サ
ー

ビ
ス
に
移

る
こ
と
。

.・
⑤

事
業

に
よ
レ
甚

だ
し
き
影
響
を
受

け
易

い
所

謂
軍
猫
品
販
費

よ
り
.
比
較
的
安
全

で
今

日
の
顧
客

に
便
利

が
ら
れ

る
、
種

・
類

晶
販
出買
に
攣
ヘへ
る
と

と
。
・

旨

-

ゾ

、

爾
私
嫁
鍮

々
よ
り

、
殊

に
雨
雪

の
多

い
當
市

の
本
商
店
街

に
つ

い
で
、
・顧
客
大
衆

の
自
然
的
障
害

に
封
す

る
苦
痛
本
能
を
除
去

し
、
眞

に
樂

し
ま

せ
る
商
店
街
た
ら
し
め

る
意
味

に
於

て
、
各

商
店
共

同
的

に
、
雪
蔽

6
雨

蔽

・
從

つ
々
そ
れ

が
同
時

に
風
蔽
、

日
蔽

と
な
る
も

の
を
,
遽

か

に
つ
け
て
貰

ひ
度

い
と
思

つ
て
居
る
。
各
商
店
揃

つ
て
屋
上
よ
り

一
間

ほ
ど
前

の
路
上

に
突
き
出

せ

ば
可
い

の
で
あ
る
。
今

日
我
國
商
店

街

に
於
け
る

日
蔽

の
例
は
、
夫

連
、
東

京
」
横
濱
、
大
阪
悔
神
戸
等

に
見

趣
雨
雪
蔽
は
主
と
し

で
青
森
,
暫
弘
前
」
薪

潟
等
に
見

る
。
斯

く
風
雨
氷
雪
塞

暑
よ
り
保

護
さ
れ

つ
つ
、
街
路
漫
歩
を
味

は
ふ
顧

客

の
快
適

さ
は
、
到
底

縦

の
デ
パ

ーー

ト
た

る
通
常

の
百
貨
店

に
企
及

し
得
な

い
所

で
あ
ウ

、.
猫
り
横

の
ヂ
パ
r

下
た
る
商
店

街
そ

の
も

の
の
彊
味
と
な

る

、



課

で
あ

る
。

セ

山
'、

私

は
以
上

に
於

て
、
本
市
師

團
通
り
商
店

街

の
全
貌

に
つ
き
、
批
判
的
な
筆
を
加

へ
つ
つ
素
描
し

て
來

た
積
り

で
あ

る
。

勿
論

未
だ
商
店
金

融

の
内
情

、
顧
客
暦

の
内
容
的
調
査
、
或

は
商
店
員
待
遇

の
實
情
、
各
商
店

の
帳
簿
組
織
等
幾
多
心
淺
り
多

い
も

の

が
あ
り
、

私

の
將
來

に
與

へ
ら
る

べ
き
宿
題

の
多

い
こ
と
を
痛
感

し
て
居
る
。

と
ま
れ
既
述

の
瓶
態

に
於

て
,
本
商
店
街
は
多
分

に
そ

の
將
來

の
躍
進
性
が
約
束

さ
れ

て
居
る
が
、
私

は
鼓

に

一
日
も
早
く
商

店

街
商
業
組
合

の
結
成
を
望

ん
で
居

る
。
謂

ふ
迄
も
な
く
、
今

日

の
中
小
商

工
業

者
殊

に
小
費

商

に
與

へ
ら
れ
た
る
唯

一
の
活
路

は
、
組
合
結
成

に
基
く
協
同

化

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
商
業
組
合
法
第

一
條

に
あ

る
如
く
、
商
業
組

合
は
商
業
者

が
そ

の
商
業

の

改
善
襲
達
を
圖

る
た
め
に
、
各
自

が
相
寄
り
相

扶
け
あ

つ
て
、
共
同

の
施
設
を
な
す

こ
と
を

目
的

と
し

て
設

立
ぜ
ら
れ

る
経
濟
團

饅

で
あ
り
、
商
業
者
各
自

が
當

面
し

て
ゐ
る
困
窮

の
諸

原
因
を
排
除
し
、
進

ん
で
は
其

の
振
興
を
計
ら
ん
と
す
る
強

き
精
神
的
結

合

こ
そ
"
そ

の
根
本
的
な
組
合
主
義

の
要
旨
な

の
で
あ

る
。

-

、
甘

'

r
、

"

け

商
業
組
合
そ

の
も

の
が
、
小
費
商

に
及
ぼ

せ
る
具
禮
的
な
功
績
を
眺

め
て
も
、
そ
れ
が
軍

に
精
聯
的
な
方
面
よ
り
、
小

費
業
者

間

の
協
同

心
を
洒
養
し

て
、
-商
人

の
質
的
向
上
を
計

つ
て
就
會
的

地
位

の
昇
進
を
促
す

の
み
な
ら
・ず
、
更

に
物
質
的

に
み
て
も
、

金
融
上

の
便
を
計
り
、
共
同
仕
入
、
共
同
販
費

、
共

同
廣

告
を
な

さ
し
め
る
等
幾
多
學
ザ

る
べ
き
も

の
が
あ

る
。

ノ

わ

 幸

ぴ
本
道

一
一
八

(
昭
和
+
三
年
七
月
現
在
)

に
亙
る
商
業
組
合

の
特

異
性

と
し

て
そ

の
二
九
%

が
地
匠
組
合

で
あ
り
、
業
種

別

に
比
し

て
こ

の
地
匝
別

の
多

い
事

は
、
殊

に
都
市

に
於

て
商
店
街
商
業

組
合
結
成

可
能
性

が
大

で
あ

る
と
見

る
こ
と
が
出

來
る
。
」

魁
川
市
商
店
街
小
費
商
の

一
経
螢
調
査

(
橿
田
)

一
八
五

1)昭 和十三年七月 北海道商業組合協會嚢行 北海i道の商業組合p.4・
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卍
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吃
'

吹

嶋

八

山
ハ

か
く

て
目
下
本
道

に
唯

二
つ
し
か
な

い
?
函

館
市

の
大
黒
町
通
り
商
店

街
商
業
組
合
及
び
札
幌
市

の
狸
小
路
商
店
街
商
業
組
合

に

亥

い
で
、
本
商
店
街

に
商
業

組
合
を
設

立
す

る
様
特

に
望

み
た

い
・の
怨
あ
る
ゆ
・,
.
、

.
'

・
.
^
.
犠胎
.

マ

,
ジ

・
、
気

之
を
要
す
る
に
本
商
店
街

は
、
.他
都
市

に
比
し
、
決

し

て
遜
色

無
き
構
成
内
容
を
有
す
る
も

の
ど
確

認
せ
ざ

る
を
得
な

い
状
態

に
あ
り
、
そ

の
経
螢
上

に
竜
亦

可
成
り

の
優
秀
性
を
認
め
得
ら
れ

る
と
信

じ
て
居
る
。

'

:

ノ

七

・
ボ

誠

に
畏
れ
多

い
こ
と
乍
ら
き
去

る
昭
和
十

晶
年

、
北
海
道

に
於
け
る
陸
軍
特
別
大
演
脅
御
統
監

の
御
醐
り
、
「千
載
」
遇

の
好
機

を

得

て
冷
か
し

ζ
く
も
、
行
幸

の
御
道
筋

の
光
榮

に
浴

し
た
本
商
店
街

の
輝
し
き
歴
史

に
鑑

み
、
陛

下

の
宏
大
無
邊
な

る
深
き
御

慈

愛
.に
感
泣
し

て
、

一
暦
組
國

の
現
歌

に
照

ら
し

つ
つ
、

ひ
た
向
き
に
商
業
報
國

の
念

に
燃

え
て
進

ま
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
の
廼
あ

る
。

,

、

、
・

'

・

(
昭
和
十
四
年
天
長
節
稿
)

＼

竃




